
【概要版 参考例】授業で全ての児童生徒の「できた」「わかった」につなげるために

【困難さの要因から具体的な手立てを】

☆「おおむね満足できる」状況に至らない児童生
徒の困難さに具体的な手立てを工夫し、全ての
児童生徒を「おおむね満足できる」状況に到達
させることを目指す

☆個に応じた指導の工夫、特別な配慮を必要とす
る児童生徒への指導の工夫については、この中
や学習活動の中に追記する方法も考えられる

☆「個別の指導計画」を作成している児童生徒に
ついては、記載内容をふまえるとよい

【何ができていたらOKなのか】
・具体的にどんな姿が見られれば、ねらいに
対する「おおむね満足できる」状況なのかを
設定する

【本時の具体的な評価規準を】
・「単元の評価規準」から、本時の「ね
らい」の達成状況を見取るための具体
的な評価規準設定へ

【本時でねらうことは何か】
何について学ぶ授業なのか
↳どんな頭の使い方をする学習活動を仕組むのか
↳どんな力をつけることを目指すのか



☆「個別の指導計画」を作成している児童生徒については、計
画している支援の方針や方法をふまえるとよい

【詳細版 参考例】授業で全ての児童生徒の「できた」「わかった」につなげるために

授業の中で「できた」「わかった」につなげるための視点として、「評価規
準」の設定と「『努力を要する状況』の児童生徒に対する手立ての工夫」か
らまとめました。今後の参考にしていただければありがたいです。

【困難さの要因から具体的手立てを】
☆「努力を要する状況」の児童生徒の困難さ
から具体的な手立てを工夫し、全ての児童生
徒を「おおむね満足できる」状況に到達させ
ることを目指す
（例）「前時の足し算でも単位分数を扱っているけど、
○さんはまだ分数の概念理解が確実でないから単
位分数に着目して考えるのが難しいかもしれないな
あ。○さんの個別の指導計画には支援として、『場面
を具体物で視覚的に捉えさせる』っておいていたから
今回も何らかの視覚的な手立てが必要だ」

→具体的手立て設定へ

【何ができていたらOKなのか】
具体的にどんな姿が見られれば「おおむね満足できる」状況
なのかを設定する
→ここを具体的に設定することで、評価規準に届かない児
童生徒（努力を要する状況）の姿を捉えることにつながる

【本時の評価規準を具体的に】
単元の評価規準（例.「単位分数の幾つ分と見ることで、
整数と同じように処理できることに気づき、同分母の
分数の加法及び減法の計算の仕方を考えている」）を
もとにして、本時の中での「ねらい」の達成状況を見
取るための具体的な評価規準を持つ（設定する）

【本時でねらうことは何か】
・（学習内容）何について学ぶ授業なのか
・（学習活動）どんな頭の使い方をする学習活動を仕組むのか
・（育成を目指す資質・能力）どんな力をつけることを目指すのか

☆個に応じた指
導の工夫、特別
な配慮を必要と
する児童生徒へ
の指導の工夫に
ついては、この
中や学習活動の
中に追記する方
法も考えられる
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